
①ポスト5G情報通信システムの開発

(e) 端末

(e1) 端末通信機能構成技術の開発

超低遅延向けSDR対応5G半導体チップの研究開発 

(e2) 端末向け低消費電力コンピューティング技術の開発

エッジセントリック分散階層型データベースプライマリ・AIセカンダリコンピュータの開発 ～サイバーブレインモジュール開発～

(e4) 省エネに資するローカル５Ｇの革新的なユースケース創出事業

ローカル5G/IOWNおよびゼロエミッション・データセンターを活用した省エネ型物流倉庫運用モデルの研究開発

(e4) 省エネに資するローカル５Ｇの革新的なユースケース創出事業

ローカル５Ｇを活用した省エネ自動搬送システムに関する研究開発

テキスト

自動的に生成された説明

https://www.nedo.go.jp/activities/ZZJP_100172.html


超低遅延向けSDR対応5G半導体チップの研究開発

実施者

概要

株式会社エイビット、国立大学法人大阪大学、国立研究開発法人情報通信研究機構

スマート工場や自動運転といった５Gの産業利用を進めていくうえで期待されているローカル５G の普及へ
向けて、超低遅延SDR（Software Defined Radio）対応5G半導体チップのアーキテクチャおよびその
チップを搭載した5G通信モジュールを開発する。大容量通信と低遅延通信（端末内の処理遅延200us
以内）といった異なる要求条件を有するアプリケーションを同時に並行して処理するスライシング技術を開発
し、端末側のみならず基地局にも搭載可能とする。

利用法イメージ

制御データ

ローカル5G
基地局

(例)カメラ
画像データ

(大容量スライス)

超低遅延/
スライシングの実現

5G通信
モジュール

「端末」「基地局」どちらでも
活用可能なモジュール 無線リソースブロック/フレーム

構成を制御することで超低遅
延/スライシングを実現

アナログ
無線処理

デジタル
信号処理 プロトコル

処理

5G無線
アサイン方式

プロトコル
処理

５G半導体チップ

5G通信モジュール

３GPPに準拠したプロトコ
ル実装/産業用途に応じた
柔軟なパラメータ変更

5G通信
モジュール

(例)機械

端末

(超低遅延スライス)

外付
CPURF部アンテナ

5G通信
モジュール

テーマ一覧に戻る

テーマ一覧に戻るポスト５Ｇ情報通信システム基盤強化研究開発事業／ポスト５Ｇ情報通信システムの開発（委託）



エッジセントリック分散階層型データベースプライマリ・AIセカンダリコンピュータの開発 ～サイバーブレインモジュール開発～

実施者

概要

株式会社テクノアクセルネットワークス

端末で収集された大容量実データを端末間で共有するシステムにおいて、従来のクラウドに全てのデータを
集めて処理・各端末に配信するのではなく、端末側で処理し、配信しあうシステムにおいて、端末における
データ処理プロセスの消費電力半減と低遅延化を実現する。そのためAIでメタデータ化して端末間で共有
する分散階層型データベース（DB）やDBプロセスの主、AIプロセスが従となるコンピューアｰキテクチャ等の
構築により、FPGAボードにて、DB プライマリ ・AI セコンダリ コンピュータ（名付けてサイバーブレインモ
ジュール）を開発する。

データベース プライマリ・
AI セコンダリ コンピュータ
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テーマ一覧に戻る

テーマ一覧に戻るポスト５Ｇ情報通信システム基盤強化研究開発事業／ポスト５Ｇ情報通信システムの開発（委託）



ローカル5G/IOWNおよびゼロエミッション・データセンターを活用した省エネ型物流倉庫運用モデルの研究開発

実施者

概要

京セラコミュニケーションシステム株式会社

人材不足等の課題に直面する物流倉庫業務に対し、ローカル5GとIOWN APNを組み合わせた高速・大
容量・低遅延通信基盤を構築し、①現場可視化・分析基盤の開発、②データセンター活用型フィジカル
AI学習・推論基盤の開発を行うことで、倉庫業務とITの両運用コストを削減し、ZED石狩活用による省エ
ネ効果40％以上、CO2実質ゼロを実現する。さらに物流業や製造業他に本事業の普及を目指す。

ポスト５Ｇ情報通信システム基盤強化研究開発事業／ポスト５Ｇ情報通信システムの開発

②データセンター活用型フィジカルAI学習・推論基盤の開発①現場可視化・分析基盤の開発

● 倉庫内の人とロボットの動きをリアルタイムに可視化・分析することで、作
業員の動線、作業密度、滞留状況を定量把握可能なシステムを開発
する。

● 取得したデータをフィジカルAIへフィードバックすることで、業務課題解決に
向けた倉庫DX設計を可能とし、さらに人の位置に基づく搬送ロボットの
動的経路制御にも利用する。

● 現場で稼働するロボットに必要な計算資源（GPU）を、データセンターに集
約する。

● 複数ロボットから同時に発生する推論要求に対して、推論時間とそのばらつ
きを抑制する多数同時推論の安定処理技術を開発し、複数ロボットによる
複数タスク推論を同時実行する。

● 学習時の作業者や現場条件の差異を吸収する仕組みを開発する。

● ローカル5Gの特性である高速・大容量・低遅延通信を活用し、リアルタイム性が不可欠なロボット制御と映像伝送の安定化を実現する。

ローカル5G導入のメリットとその目的



ローカル５Ｇを活用した省エネ自動搬送システムに関する研究開発

実施者

概要

株式会社東芝

ローカル5G を活用し省エネルギー化およびコスト削減を実現するため、先導研究のMEC 集約制御自動
搬送システムにより確立した、AMR から計算機能を取り除く「ブレインレスAMR」と制御機能をMEC に集
約するアーキテクチャを適用し、これを前提とした自動搬送システムのユースケース開発および実証を行う。
本検討では低遅延・低ジッタかつ高信頼な通信を特徴とするローカル5G を通信基盤として、リアルタイムな
経路生成や制御判断をMEC 側で一元的に行い、ダイナミック・パワーマネジメントによる省エネ化、複数台
のAMR を対象とした全体制御を可能とすることで最適化を図り、省人化と生産性向上の両立を実現する。

ポスト５Ｇ情報通信システム基盤強化研究開発事業／ポスト５Ｇ情報通信システムの開発

ブレインレス化 ①リアルタイム最適経路生成

②ダイナミック・パワーマネジメント ③システム最適化

*SBC:シングルボードコンピュータ
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